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研究概要 
微生物細胞をさまざまな方法で可視化し、特に水圏環境中の微生物群集組成、微生物の機
能、微生物の活性とそれらに伴う物質循環過程（特に炭素循環）を解明する。 
 
分析手法 
 

1. 微生物群集組成 
・蛍光顕微鏡による全微生物細胞の計数、FISH 法、CARD-FISH 法による特定微生物細胞の
観察・計数 
・環境試料中 DNA を用いた、PCR-クローニング-シークエンスによる系統解析、DGGE によ
る群集構造パターン解析、定量 PCRによる遺伝子定量 
 

2. 微生物の機能と活性 
・放射性同位元素を用いた微生物活性測定（主に 14Cを用いる） 
・MAR-FISHによる特定微生物細胞の元素利用能と活性の解明 
・BrdU-FISHによる特定微生物細胞の増殖活性評価 
・FISH-SEM-EDS解析による特定微生物ー鉱物相互作用解明 
・PCR-クローニングーシークエンスを通じた機能遺伝子の探索 
・有機炭素の濃度および同位体解析（井尻） 
 
コラボレーションの提案例 
自然界で生じる微生物反応を可視化し、現象を抽出・整理することを目指しています。 
微生物の高精度定量と化学物質濃度との比較 
岩石ー微生物相互作用の顕微鏡観察 
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